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幼児の見立て（２）－図形の持つ色の影響－
Preschool children’s recognition of diagram
-Reﬂ ection of the object’s color on that perception-
Yukiko SHIMADA
和洋女子大学　人間・社会学系心理学・教育学研究室
　幼児に図形三角丸四角を提示し、幼児がそれを何かに見立て、線描を加えて表す、調査の続報である。
　ここでは、提示する図形の輪郭線に色（青、ピンク）がある図形と、色のない図形（黒）とでは、見立
ての取り組み数や成立数がどのように異なるのか、年齢と性別による比較検討し、図形から見立てをする
際に、色がどの程度影響するか把握することを目的とする。調査対象者は４、５歳児クラスに在籍する
200名。調査は2008年10月～12月に実施。その結果、見立ての取り組み数、成立数ともに、輪郭線に色
のある図形の方が、黒い輪郭線の図形よりも多いが、色による見立ての影響は少なかった。また、女児の
方が、男児よりも色のある図形の見立ての取り組み数が多く、女児の色への関心の高さがうかがえた。
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１　はじめに
　幼稚園教育要領、保育所保育指針の表現の領域では、幼児がイメージを豊かにし、感じたことや考えた
ことを表現することについて記されている。幼児自身が自由に自らの思いや考えを、さまざまな素材を使っ
て表現することを楽しみ、喜びを味わうことはもちろん、表現した事柄を通じて保護者や保育者、友達と
意見を交わすことも表現することの大切な要素であると考えられる。表現活動は、考えたことや思ったこ
とを表し、それを受けとめるひとがいて成り立つものである。したがって幼児の表現を認める、共感する
保育者の心の豊かさや、日常の中にみられる幼児の表現を受けとめる力を保育者自身も持ち合わせる必要
がある。一方、幼児自身も発達に応じて、ひとに伝えることのできる表現力を身につけることも大切であ
る。自由に表現するためには、それに応じた術を持ち合わせていた方が、より一層自由に表現することが
可能となる。イメージする力と、創造する力、そのふたつを養うことが、自分の思いを表現することにつ
ながると考えることができる。そこで、ここでは幼児に複数の図形を提示し、何かに見立て、点や線、絵
を描き加えて表現する調査を行い、幼児がイメージする、あるいはしようする力と、描き表す力について
把握しようと考えた。
　これまでの幼児の描画発達については、多くの研究者によって
自由画を中心とした調査研究が行われてきた。Lowenfeld.V（1903
～60）やKellogg.R（1969）は描画や粘土の表現を中心に発達段
階ごとにみられる特徴に焦点をあてているが、課題を提示した上
でイメージを要する造形活動における表現についてはほとんど触
れていない。近年、国内での描画研究では平田（2000）が大規
模な調査を行っているが、自由画を対象としているように、ほと
んどの場合、幼児自身に任せた造形表現を扱い、また描画表現や描写力について取り上げた調査研究が主
である。これらの調査では、ひとりの幼児に対し１回の調査で1作品の収集がほとんどであり、複数の作
品を調査対象にすることは少ない。
　また、白い画用紙上の描画表現では、幼児がイメージしたことや、表したい事柄があってもそれを表す
描写力が伴わないと、見るひとに伝わりにくく、幼児自身も満足のいく表現活動とはならない。そこで、
図形を用意し何かに見立て、そこに点や線を描き加えることによって表現することは、幼児の描写力がさ
まざまであったとしても、相応の表現をすることが可能であると考えられる。
　一方、見立てを取り入れた描画の研究も多いとはいえない。特に幼児の見立ての研究で描画表現を要す
る調査は少ない。辻野（1978）によると、幼児の見立てあそびとは目の前にある物を他のものに見立て
て扱うあそびをすること、としているように、実際のものをさわったり握ったりする中で行われることが
多いようだ。したがって、幼児を対象とした見立ての先行研究では、積み木や人形などのおもちゃや道具
を使ったごっこあそびや、お話に沿った図形パターンを選択させる調査等が行われてきた（田丸　
1984）。描画表現を用いた見立ての研究では、平面に描かれた図形を提示し、図形から見立てて絵を描き
加えることを行った調査研究がある（横出、寺戸　1988）。その方法で見立てを成立させるには、幼児自
身が見立てについて理解する必要があり、さらに見立てたものを示すために、図形に点や線を描き加えて
表現する描写力を要するため、低年齢児にはやや難しい。そこで筆者は、基本図形であり、積み木やおも
ちゃとして親しみがあると考えられる三角丸四角（以下△○□）の明度を変えた図形を作成し、2009年
５月に都内の幼稚園で、本調査の予備調査を行った。そこでは、３歳児クラスでは見立てて描くことはほ
とんど不可能であったが、５歳児クラスでは用意した18個の図形を見立て、線描を加える幼児が複数み
図１　図形による見立ての例
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られた。また、図形全体に色があるよりも、輪郭線にのみ色があった場合の方が、取り組み数も多かった。
その後、行った本調査では、４歳児クラスの幼児によっては図形を何かに見立てることも理解できないこ
ともあったが、５歳児クラスの幼児では見立てて描画表現できるようになり、個人によっては独創的な見
立てと描画表現もみられたことから（島田　2009　2010）、４歳から５歳にかけて見立てることも描画
で表わすことも可能であると判断できる。その際、提示する図形の輪郭線は黒だったので、見立ての成立
している描画は、図形△の場合は家や砂時計、図形○は動物やひとの顔、図形□は洋服や乗り物などの、
形からの見立ての表現であった。同時に、幼児に用意した画材の色は黒のみであったため、色鉛筆を使用
したいという声も聞かれ、部分的にあるいは全体を黒く塗る表現や、輪郭線をなぞる表現もみられたこと
から、図形の輪郭線に色をつけることで、色が優先された見立ての描画表現がみられるのではないかと考
えた。幼児は色を用いた表現を普段の保育活動の中で行っており、色がともなわない表現活動の方が少な
いことも予想されることから、色は形と同様に重要な見立ての要素となり得ると考えられる。　
２　目的
　本研究で幼児に提示する図形は前報同様に、基本的な図形である△○□とした。そして、輪郭線に色を
つけた図形と、黒の輪郭線の図形とでは、見立ての取り組み数や成立数がどのように異なるのか、年齢と
性別による比較検討する。この結果から、図形による見立てをする際の、色の影響を把握することができ
る。図形に色があった方が見立ての取り組み数や成立数が多ければ、幼児は図形を見立てるとき、形より
も色が先行するということになり、黒の輪郭線の図形の方が取り組み数、成立数が多ければ、図形の色よ
りも形を優先させて見立てをしていることになる。
　図形の輪郭線の色は、青とピンクとした。これは、幼児に色彩嗜好調査を行った際（島田　2000）、男
児は青、女児はピンクが上位だったので、好きな色を用いることで図形に親しみを持ち積極的に見立てに
取り組むのではないかと考えたからである。言い換えれば、男児は青、女児はピンクの図形により関心を
持つと予想できる。なお、ここでは青とピンクの輪郭線の図形を色つき図形、黒の輪郭線の図形を色なし
図形とする。
３　方法
（１）手続き　
　１対１の対面調査で行った。幼児に図形が印刷されている調査用紙１枚を提示し、図形を何かに見立て、
線や絵を描き加えて表すよう指示した。見立てて描く順番は自由であること、調査用紙を回転させて好き
な方向から描いても良いことを伝えた。また、描き終わるごとに、何を表現したのか尋ねた。
（２）調査対象者
　東京都内の幼稚園、保育所、幼保園の、４、５歳児クラス（以下、クラスを略）に在籍する幼児を対
象に調査を実施した。また、誕生月の４月から９月までを前半生まれ（以下、前半）、10月から３月まで
を後半生まれ（以下、後半）として月齢による分類をした。
調査対象者は、次のとおりである。
　輪郭線色つき図形の調査　　４歳男児前半13名、後半14名、女児前半13名、後半16名、
　　　　　　　　　　　　　　５歳男児前半16名、後半14名、女児前半15名、後半10名、
　輪郭線色なし図形の調査　　４歳男児前半19名、後半６名、女児前半５名、後半９名、
　　　　　　　　　　　　　　５歳男児前半10名、後半17名、女児前半14名、後半９名、計200名。
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（３）調査用紙
　Ａ３サイズのコピー用紙を用いた。図形の輪郭線に色がついている調査用紙には、図形△○□の輪郭線
を青とピンクを各３個、計18個を印刷し（青とピンクが縦列に交互に並ぶ）、もう一方の調査用紙は、輪
郭線がすべて黒の図形を印刷したものを用意した。
（４）画材
　黒のサインペンを使用した。
（５）見本の提示
　調査方法を説明するために、調査前に見本を提示して説明を行った。調査で用いる図形△○□とは異な
る長方形をもとに、カーテンのついた窓に見立てた絵と、電車に見立てた絵を見せた。
（６）調査年月
　2008年10～12月に実施した。
（７）調査時間
　描画活動に時間制限を設けることはそぐわないと考え、完成したと幼児自身が認めるところで終了とす
る。もしくは、本人が終了の意思表示を示したところまでを調査時間とした。
４　結果
（１）全体の見立ての取り組み数
　幼児が提示された図形△○□に点や線を描き加えていれば、見立てに取り組んだと判断することができ
る。その試みは、見立てとして成立しなかったとしても、何かに見立ててイメージしようとしたと認めら
れ、描こうとする積極性や、図形の見立てに対する興味関心があると考えられる。18個の図形に対し、
取り組みの平均数を図３、４に示した。
図２　調査用紙
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　月齢別でみると、見立ての取り組み数がもっとも多かったのは輪郭線色つき図形の５歳後半の女児の
15.60個で、少なかったのは、輪郭線色なし図形の４歳後半の女児の7.89個であった。性差からは、輪郭
線の色つき、色なしともに４歳後半を除き、男児より女児の方が見立ての取り組み数が多い。４歳前半の
男児を除き、各月齢、性別ともに、輪郭線の色つき図形の方が色なし図形よりも取り組み数が多いことが
特徴的である。また、必ずしも月齢とともに見立ての取り組み数の増加がみられるわけではなかった。
（２）全体の見立ての成立数
　図形△○□に対し、点や線を描き加えた描画が、見立てとして成立している個数の平均を図５、６に示
した。見立てが成立しているか、否かについては、幼児が１つの図形に線描を加えるごとに、「それが何か」
尋ね、記録していることから、確認できる。その見立てたものが図形をいかした見立てであり、描画となっ
て表わされていれば、図形による見立ての描画表現が成立したことになる。ここでの見立ての成立とは、
見立ての意味を理解し、図形からイメージしたものを描画によって表現していることを指す。
　輪郭線の色つき図形による見立ての成立数は４歳と５歳による差が大きいが、輪郭線色なし図形の見立
ての成立数では年齢差は小さい。また、輪郭線の色の有無にかかわらず、４歳後半の見立ての成立数が少
ない。輪郭線の色つき図形で、もっとも多い成立数は５歳前半女児の12.60個で、少なかった成立数は４
歳後半男児の1.79個、輪郭線の色なし図形の場合では、最高成立数は、５歳後半女児の7.22個、最低数
は４歳後半女児の3.0個であった。４歳後半を除き、輪郭線の色の有無にかかわらず、男児より女児の方
図３　輪郭線色つき図形の見立ての取り組み数
図５　輪郭線色つき図形による見立ての成立数
図４　輪郭線色なし図形の見立ての取り組み数
図６　輪郭線色なし図形による見立ての成立数
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が見立ての成立数が多い。５歳では、輪郭線の色つき図形の方が見立ての成立数が多い。
（３）輪郭線の色による見立ての取り組み数の影響
　提示する図形の輪郭線に色を、青、ピンクにした場合（各９個）、見立ての取り組みの平均数や成立の
平均数には、変化がみられるのか調べた結果が図７、８である。
　男児は輪郭線が青の方がピンクよりも見立ての取り組み数がやや多く、女児はピンクの方が多い。
　輪郭線が青の図形の場合、男児の取り組み数は４歳前半から５歳前半まで、月齢に応じて多くなってい
る。最高は５歳前半の7.40個、最低は５歳後半の4.93個であった。女児は４歳後半が最低の4.94個であ
るが、それ以外は提示された図形が９個中、７個以上の高い取り組み数であった。
　輪郭線がピンクの図形でも、男児の取り組み数の月齢による変化は青い輪郭線と類似していた。もっと
も少ないのが４歳前半の5.08個、多いのは５歳前半の7.0個であった。女児も月齢による取り組み数の変
化は青い輪郭線と類似しているが、月齢ごとの差は少なくなっている。また、最大の取り組み数は５歳後
半の8.0個、最小は４歳後半の5.13個であった。
（４）輪郭線の色による見立ての成立数の影響
　見立ての成立数が、図形の輪郭線の色によって影響がみられるか、取り組み数と同様に平均数をグラフ
に示した（図９、10）。
図７　輪郭線青の図形の見立ての取り組み数
図９　輪郭線青の図形の見立ての成立数
図８　輪郭線ピンクの図形の見立ての取り組み数
図10　輪郭線ピンクの図形の見立ての成立数
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　見立ての成立数は、男児は５歳後半を除き青の輪郭線の方が高く、女児は４歳後半を除きピンクの方が
高い。青もピンクの輪郭線ともに共通していることは、最多の成立数が男児は５歳前半（青4.94、ピン
ク4.88）、最小が４歳後半（青1.38、ピンク0.71）であること、４歳と５歳の学年による差が大きいこと
が挙げられる。青の輪郭線の女児の最多も５歳前半の6.20個、最小は４歳後半の1.38個、で、最多も最
小も月齢は男児女児に共通している。ピンクの輪郭線では、女児の５歳前半後半ともに6.40個で、最小
の４歳後半の1.75個とは大きな差がみられた。
５　考察
　輪郭線の色にかかわらず、図形の見立てへの取り組み、成立は男児よりも女児の方が多い。皆本（1991）
によると、男児の描画表現にはリアリティーを求める傾向がみられる、と指摘しているが、図形による見
立ての描画表現ではリアリティーのある表現が難しいことが考えられる。男児が見立てて描きたいと思う
実物は歪んだ形であっても、提示された図形は左右均等に整っているのでイラスト的な表現になり、調査
用紙全体がどうしても並列的な描画表現に陥りやすい。そうなると、女児特有のパターン化された表現の
方が表れやすいことは推測できる。
　また、提示した図形△○□の18個について、輪郭線の色つき図形と色なし図形の調査結果を比較すると、
輪郭線の色つき図形の方が、見立ての取り組み数、成立数ともに多い傾向がみられた。視覚において色か
形かどちらが重要であるかについて、千々岩（1983）によると３歳以下では形が、３歳から６歳までは色、
７歳以降になると形が優先されることが有力としていることから、４、５歳の幼児にとっては、形よりも
色の方が親しみやすいことが考えられ、それが色つき図形への見立ての取り組み数や成立数に結びついて
いることも考えられる。男児は輪郭線が青の方がピンクよりも多い取り組みや成立がみられる傾向にあり、
女児はピンクの方が取り組み、成立数ともに多い傾向にあるのは、それぞれの性による好きな色（島田　
2000）の影響もあるのかもしれない。
　輪郭線の青、ピンク別の見立ての取り組み平均数と成立数に加え、色なし図形の調査結果18個を９個
に換算した平均数が、図11、12である。取り組み数については、必ずしも青、ピンクの輪郭線だからといっ
て、色なし図形の結果と比較して圧倒的な差があったとはいえない。横出、寺戸（1988）によると、造
形的な見立ては年齢にかかわらず形から発生する確率が高いとしている。特に年少児、年中児では７割以
上が形によって見立てていると報告している。見立ての要素としての色は下位で、年長児になって1割程
度の幼児がようやく意識するとされていることから、この調査においても、見立てをするときに図形の輪
図11　輪郭線色なし図形の見立ての取り組み数 図12　輪郭線色なし図形の見立ての成立数
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郭線の色による影響が大きいとはいえず、先行研究を裏づける結果となった。それは見立ての成立してい
る描画からも知ることができる。図形の輪郭線の色によって、見立てたモチーフが変化しているとはいえ
なかったことからもうかがえる。たとえば、図形□が青い輪郭線なら電車、ピンクの図形○であればうさ
ぎ、といった色を優先した見立てを多くは見ることができなかった。見立ての成立はしても、色も含めた
見立てとはならなかったということである。
　青の輪郭線を意識した見立てと思われる見立ての描画を図13に示した。青い電車は実際にも、またお
もちゃでも存在する。自転車、三つ葉のクローバー、メロンについては、ピンクよりも青の輪郭線の方が
近いと考えられるため、ここに挙げた。しかし、幼児がイメージする青いモチーフはピンクのモチーフよ
りも少ないからなのか、青い輪郭線を意識した見立ては少ない。青い輪郭線の色を優先していない見立て
としては、うさぎ、東京タワー、女の子、すいか、チューリップ等があり、これらを見立てた幼児にとっ
ては、色よりも形を重視していることがわかる。これらの例からは、幼児は色よりも形を優先させる傾向
があることがうかがえる。
　ピンクの輪郭線の図形の方がモチーフとして合致している、または近いと思われる見立ての描画を挙げ
た（図14）。この他、アンパンマン、女の子、桃、などが見立てられていた。ピンクを意識した見立ての
成立がなされている図形は、圧倒的に図形○が多く、図形□ではほとんどみられなかった。
　ピンクの輪郭線を重んじていない見立てとしては、男の子、サメ、ママ、などが挙げられる。また、ピ
ンクとしてではなく、赤、あるいは赤系として見立てていることも含めると、青よりも色として優先され
やすい様子がみられた。
　また、図形の嗜好調査では、男児女児ともに菱形の図形を好むと大橋（2007）は報告しているが、菱
型に近い図形□を◇として提示した図形には見立ての取り組みの時点で多いとはいえず、好みの図形と、
見立てやすい図形との隔たりがあることがわかった。
図13　青の輪郭線を意識した見立て（左から電車，自転車，三つ葉のクローバー，メロン）
図14　ピンクの輪郭線を意識した見立て（左からたこ，夕焼け，太陽，うさぎ，いちご）
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　その他、いくつかの特徴的な事例を挙げておく。
　図15では、図形○のピンクと青をつないでメガネを表している。他の幼児の見立てにも複数の図形を
組み合わせる見立てもあった。そのような見立てのときには、輪郭線の色よりも形を優先させている。だ
が、他の見立てでは、青い輪郭線の図形には、蝶やこうもり、ピンクには東京タワー、バレリーナなど、
色を意識している見立てもある。
　図16の５歳男児は、色よりも形を優先させ、形の連続性やシンメトリーを意識した表現をいくつもみ
せている。たとえば提示されている以外に図形を足して、ブロックや電車に見立てていることや、図形□
の左右に同じ車、長方形を描いて橋に見立てている。ピンクの図形○をロケットの炎の出口に見立てたり、
小さな円をいくつも描き加えてタンバリンに見立てている図形もあり、色か形かどちらが優先されるかは
一貫性があるわけではないようである。
　同じ図形を描き加える表現は、図17の女児にもみられる。青の図形△に△を描き加えダイヤの宝石、
青の図形○に○を２つ描いて団子、青の図形□に□を連ねて電車に見立てている。色を優先させた見立て
は、ピンクの図形□の郵便ポスト、図形○のてんとう虫もそうかもしれない。
　図18では、形も色も考慮せずに見立てているのが、青の図形□のうさぎである。しかし、女児らしい
装飾性や形の連続性がいくつかみられ、青の図形○に分割線と模様らしきものを描いた観覧車、青の図形
図15　５歳男児
図17　４歳女児
図16　５歳男児
図18　４歳女児
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□の花、ピンクの図形□の歯という漢字、青の図形○の内側に曲線を描いただけのものなど、見立てとし
ては成立がみられなくとも、装飾性を好む女児特有の描画表現がみられた。
　
６　まとめ
　本調査では、色の輪郭線を持つ図形を幼児に提示したが、見立てを試みようとする取り組み数、見立て
として成立している数、ともに、黒の輪郭線の図形よりも多かった。しかし、色から見立てたかというと、
成立した描画をみれば必ずしもそうではない。また、青とピンクが何かを見立てる際に契機になりやすい
色であるかは判断が難しい。たとえ好きな色であることが見立てを試みようとするきっかけにはなったと
しても、色をいかした見立ての描画表現にすべてが結びついたわけではないようだ。だが、少数ではある
が、図形の見立てには、形だけではなく色の影響を受ける幼児もみられることがわかった。今後、色の選
択を再考した上で、再度調査研究を試みたい。また、これまでも女児の色彩を重んじる傾向、男児の形を
優先させる傾向は指摘されてきたことだが、ここでの調査でも女児の方が色への反応が高く、色彩への関
心の高さを再確認する結果となった。
　今後は図形ごとの色との関係や、表現されたモチーフによる検討も行い、その上で色の選択についても
再考する必要がある。特にモチーフについては、図形○を筆頭に顔にする傾向が強く、その他のモチーフ
であってもいくつかのパターンが見受けられた。それは自由画にみられる描画発達とはまた異なった、図
形の見立てならでは描画発達と考えられ、不成立の場合はぬり絵の描画発達（尾崎　1997）にも共通し
た線描がみられたことから、図形による見立ての描画発達を段階的にみることも試みたい。
　今回の調査では、見立ての取り組み数、成立数において４歳後半の数値が低くなる傾向がみられた。調
査の中で幼児に「お絵描きが好きか、嫌いか」質問したが、４歳後半に著しく苦手意識を持った幼児が集
中していたわけではなかった。４歳後半から図形についてとりあげる指導計画が幼稚園では増加すること
から（小谷　2007）、この頃からの図形への関心が高まっていることが考えられる。これまで何気なく見
ていた形についても、考えて向かい合うようになり、それが逆に戸惑いとなって、図形の見立てに取り組
めず、成立にも結びつきにくくなっているのかもしれない。積み木やブロック遊び、パズルなど、形態を
重んじるあそびの発達についても着目することで、この４歳後半の低い数値が明らかにすることができる
ことも考えられ、今後の課題としたい。
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Preschool children’s recognition of diagram
-Reﬂ ection of the object’s color on that perception-
　
　This is the follow-up research of preschool children’s recognition of triangles and squares and their 
line drawings on those diagrams.  This research investigates the eﬀ ective number and the line-drawing 
completed number of their recognition depending of their age and gender, on the diagrams with colored 
outlines (blue and pink) and the ones with black outlines, to ﬁ nd out the inﬂ uence of color.
　The research was conducted to 200 children aged 4 to 5, from October to December in 2008.  As a 
result, both of the eﬀ ective number and the line-drawing completed number were larger when they tried 
on the diagrams with colored outlines.  However, building speciﬁ c images through color of blue and pink 
was difficult for them, therefore the influence of color was not huge when recognizing diagrams.  In 
addition, girls reacted more towards diagrams with colors than boys, and it proved that girls have more 
interests in color.
島田由紀子（和洋女子大学人間・社会学系准教授）
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